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令和 8年（2026年）7月 15日 【隔月刊】 

放光寺町会移動支援推進委員会事務局 

 

ご寄付の受付を開始しました 

「お互いさまタクシー」は、1 回 1,000 円（4

人利用の場合は1人250円）で利用できま

す。差額を町会が補助する仕組みで、一般会

計からの補助金、通信応援広告費、バザー

売上、松本市補助金などで賄っています。 

高齢者だけでなく、妊婦・乳幼児連れ・ベビ

ーカー利用の子育て世代の買い物・通院、地

域移行型部活動の送迎など、日常的な移動

を支える必要性が高まっています。 

誰もが安心して暮らせる地域を実現するためには、安定した財源の確保が欠かせま

せん。皆さまからの温かいご寄付を賜りますようお願い申し上げます。 

ご寄付は、寄附金控除などの税制優遇の対象となります。 

右の QR コードより「長野県みらいベース 移動支援『お互いさまタ

クシー』」の申込フォームへ進み、必要事項をご入力いただくと、寄

付が完了します。 

2,000 円からご寄付いただけます。 

☆★☆私たちは移動支援「お互いさまタクシー」を応援しています☆★☆ 

 

「お互いさまタクシー」通信 第 25号 

 

今後の予定 

7 月 17 日 第 53 回茶話会、出

前ふれあい健康教室 

8 月 8 日 第 31 回推進委員会 

8 月 19 日 第 54 回茶話会 

音楽療法 

9 月 26 日 敬老祝賀会 

（第 55 回茶話会） 

＜詳しくは、回覧をご覧ください＞ 

【裏面につづく】 
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茶話会を開催しました 
原則として、毎月第 3 金曜日の 10 時より茶話会を開催しています。 

第 51 回茶話会（5 月 16 日）では町内の子どもた

ちも参加し、牡丹餅をつくって歓談しながら味わい

ました。第 52 回茶話会（6 月 13 日）では、白板地

区公民館調理室にて、焼き色を付けてから蒸した

「じゃがいも餡のおやき」と、味噌だれで味付けし

た「にらせんべい」を参加者が協力して作り、楽しみ

ました。 

7 月 17 日の第 53 回茶話会＆ふれあい健康教室

では、地区福祉ひろばの協力により、数字が書かれ

たピンを倒しながら遊ぶ「モルック」を体験します。

8 月 19 日の第 54 回茶話会では、城山老健施設

による「歌うことで脳が若返る！音楽療法」で、懐

かしい曲を参加者と一緒に歌う予定です。 

ぜひご参加ください。 

「交通空白」解消に向け法律が改正されました 

国土交通省では、「交通空白」を解消し、地域の「暮らし」と「安全」

を守る基盤である持続可能な地域公共交通の実現を図るため、

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」を改正し、今年 6

月 10 日に施行しました。 

その目的は、「地域住民の自立した生活の確保、活力ある都

市活動の実現、地域間交流の促進、交通に関わる環境負荷

の低減を実現するため、地域の主体的取り組みや創意工夫

を推進して、その基礎となる地域公共交通の活性化と再生

を図る」ことにあります。また、市町村には、こうした取り組

みを主体的に進める努力義務が課されています。 

国が把握しているだけでも、全国には約 2,500 か所の「交通空白」地域が存在し、

実際にはさらに多いと考えられています。その解消は喫緊の課題であり、「お互いさ

まタクシー」のような地域の実情に寄り添った住民主導の支援が広がることを願って

やみません。 

活動内容は、フ

ェイスブック「松

本市放光寺町

会」で紹介して

います。 


